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 ニホンジカの生息密度を出猟者の目撃効率SPUEで
区分し、5kmメッシュ上に図示した。なお、メッシュの表
示がない部分は、情報が得られなかった地域である。 
 
SPUE：出猟者の延べ人数・日当たりの目撃数（狩猟
者1人が1日に何頭のニホンジカを見たか）。 

調査方法 
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調査から分かったこと 

 SPUEを広域で図化したことにより、複数の都県にわ

たるニホンジカの分布の広がりと相対的な密度差を示
すことができた。特に、岐阜県中央部、富士山地域、
八ヶ岳南部地域、日光地域で目撃効率が高く、ニホン
ジカ密度が高いことが明らかになった。今後は、SPUE

の収集地域を広げるとともに、他のニホンジカ密度指
標などについても収集し、広域比較する必要がある。
（森林総合研究所 飯島勇人） 
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お問い合わせ先 
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